
3

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
和
牛
、
豚
、
ノ
ド
グ

ロ
、
マ
グ
ロ
な
ど
の
食
材
を
ホ
テ
ル
等
で

活
用
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。
ま

た
、
酒
米
の
生
産
を
促
進
し
、
酒
造
業
に

お
け
る
地
産
地
消
と
と
も
に
、
産
業
間
連

携
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
は
、
も
み

殻
や
竹
を
活
用
し
た
燃
料
化
や
、
海
藻
等

を
活
用
し
た
循
環
型
農
法
の
実
証
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
低
公
害

車
の
普
及
促
進
を
図
り
、
環
境
イ
メ
ー
ジ

を
付
加
し
ま
す
。

⑵
　
商
工
業
の
振
興

　

本
市
の
産
業
は
産
業
間
生
産
波
及
力
が

小
さ
い
た
め
、
加
工
、
流
通
、
販
売
部
門

を
島
外
に
依
存
し
て
お
り
、
ま
ず
こ
れ
を

取
り
戻
し
、
雇
用
の
場
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
農
商
工
連
携
が
必
要
で
す
。

　

佐
渡
産
品
の
出
荷
に
は
海
上
輸
送
費
が

上
乗
せ
に
な
っ
て
お
り
、
本
土
と
の
競
争

に
は
流
通
コ
ス
ト
対
策
が
必
要
で
す
。

　

雇
用
情
勢
が
不
安
定
な
原
因
と
し
て
、

業
種
間
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
条
件
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
あ
り
、
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
商
工
連
携
策
で
は
、

企
業
が
農
林
水
産
業
等
の
異
業
種
に
進
出

す
る
第
二
創
業
や
起
業
を
推
進
す
る
た
め
、

企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
や
設
備
費
等
の
助

成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

を
推
進
す
る
た
め
の
助
成
制
度
を
創
設
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
と
連
携
し
、
観
光

土
産
品
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
商
品
開

発
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
案
を
し
ま
す
。

　

流
通
コ
ス
ト
対
策
で
は
、
農
林
水
産
物

の
流
通
効
率
化
を
図
る
た
め
の
機
械
・
設

備
の
導
入
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

業
種
間
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
対
策
で
は
、
高

校
生
等
に
市
内
就
職
の
意
識
を
醸
成
す
る

と
と
も
に
、
島
内
企
業
に
就
職
す
る
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
学
生
等
に
対
し
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

条
件
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
対
策
で
は
、
経
営

者
や
従
業
員
の
た
め
の
人
材
育
成
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
研
修
会
参
加
へ
の
支
援
を

す
る
と
と
も
に
、
就
業
に
必
要
な
資
格
取

得
へ
の
支
援
に
よ
り
人
材
の
資
質
向
上
、

能
力
開
発
を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業

集
落
営
農
・
担
い
手
支
援
事
業

６
０
５
３
万
円

生
物
多
様
性
戦
略
推
進
事
業

４
１
５
４
万
円

地
産
地
消
生
産
拡
大
事
業

５
６
８
万
円

地
域
資
源
活
用
調
査
・
実
証
事
業

２
２
２
５
万
円

起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

１
５
０
０
万
円

新
製
品
開
発
等
支
援
事
業

９
０
０
万
円

若
者
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
支
援
事
業

５
６
０
万
円

島
民
が
一
体
感
を
持
っ
た
観
光
振
興

⑴
　
観
光
等
交
流
人
口
の
拡
大

　

佐
渡
観
光
で
の
失
わ
れ
た
20
年
を
取
り

戻
す
た
め
、
現
状
と
課
題
を
し
っ
か
り
と

分
析
し
、
受
入
態
勢
の
構
築
と
満
足
度
向

上
策
が
必
要
で
す
。「
個
客
」
ニ
ー
ズ
を

捉
え
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
意
外
性
を

組
み
合
わ
せ
、
複
数
の
観
光
資
源
を
関
連

付
け
る
魅
力
の
創
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
２

本
の
新
幹
線
を
結
び
付
け
た
効
果
的
な
誘

客
対
策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
受
入
態
勢
の
構
築
で
は
、

自
力
で
検
証
で
き
る
観
光
デ
ー
タ
の
調

査
・
分
析
を
行
い
、
観
光
の
経
済
波
及
効

果
を
提
示
す
る
な
ど
、
市
民
一
丸
と
な
っ

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
や
文
化
を
体
験
す
る
旅
行

者
の
増
加
な
ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
体
験
型
観
光
を
組
み
入
れ
た

誘
致
活
動
の
一
元
的
な
受
入
窓
口
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

満
足
度
向
上
策
で
は
、
ホ
テ
ル
等
を
対

象
に
お
も
て
な
し
講
座
や
一
流
ホ
テ
ル
で

の
短
期
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
専

門
家
に
よ
る
品
質
評
価
と
改
善
に
向
け
た

助
言
を
行
い
ま
す
。

　

魅
力
の
創
出
で
は
、
着
地
型
旅
行
商
品

の
開
発
に
取
り
組
み
、
個
々
の
地
域
で
受

け
入
れ
る
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
世
界
農
業
遺
産
）

を
活
か
し
、
能
登
と
の
連
携
を
深
め
、
里

山
づ
く
り
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
の
実
施

を
し
ま
す
。

　
「
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
は
、
観
光

振
興
の
起
爆
剤
と
し
て
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

世
界
遺
産
登
録
に
係
る
推
薦
書
の
作
成
に

着
手
し
ま
す
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
４
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
新
た

に
長
距
離
の
水
泳
競
技
「
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

誘
客
対
策
で
は
、
北
陸
新
幹
線
に
関
係

す
る
対
岸
市
等
と
連
携
し
た
旅
行
会
社
訪

問
や
、
関
西
方
面
に
加
え
首
都
圏
や
北
陸

地
域
を
対
象
に
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

トキふれあいプラザ


